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足神社の風祭りについて（豊川市指定無形民俗文化財、平成 27 年２月 10 日指定） 

 足神社の風祭りは、毎年４月第２金・土・日曜日に行われ、古来から人身御供
ひとみごくう

の由来伝承を持つ生贄
いけにえ

を供える祭りとして知られ、『今 昔
こんじゃく

物 語
ものがたり

』や『宇治
う じ

拾遺
しゅうい

物 語
ものがたり

』にある三河国の猪を生けながらおろ

す「風祭」が今に伝わるものとも言われています。御車（山車
だ し

）が街中を練り、煙火が夜空を彩り、多

くの人で賑わう祭礼は、当地域を代表する春の風物詩です。祭礼は神社及び小坂井・平井・宿（坂地・

中島を含む）の各地区の氏子によって執り行われ、煙火は祭礼奉賛団体の晃煙社（小坂井）、志組（宿）、

彩光社（坂地）が行います。 

 神職らは３日間の祭礼の中で様々な神事を行い、浜下
はまおり

神事後の善福寺での海の贄
にえ

である 蛤
はまぐり

による供

応、山の贄である猪から雀に対象が変わったと伝えられる雀
すずめ

射
い

初
そめ

神事と雀
すずめ

射
いお

収
さめ

神事、雀献供、農耕儀

礼の田植神事など、祭礼の前半で海と山の狩猟、後半では狩猟と農耕を一体化した形が現れているとこ

ろに特色があります。 

 氏子らは、小坂井と宿は御車（山車）を曳き、両者とも山車上で稚児舞・隠れ太鼓・獅子舞を行いま

す。中島は巫女神楽の奉納、坂地は獅子舞（百足
む か で

獅子）を行い、平井は本祭りで御鉾を先頭に笹踊り・

笠鉾などの行列を組み神社へ参進します。胸に小さな鞨鼓
かっこ

をつけて踊る稚児舞は、中世から近世初頭に

流行した狂言などでも登場する八ツ撥
ばち

と呼ばれる芸能で、三河では唯一残されたものです。御車（山車）

上で行われる大太鼓（隠れ太鼓）・獅子舞・稚児舞は、かつて吉田の祇園祭りでも行われていたと考えら

れており、また大太鼓（隠れ太鼓）は近隣の牛久保八幡社や豊川進雄神社の祭礼で現在も行われていま

す。笹踊りは大太鼓１人、小太鼓２人が踊る拍子
は や し

物風流の芸能で、県内では東三河のみに分布します。

これらは、吉田・牛久保・豊川の祭礼と状況がよく似ていますが、 足神社の風祭りは近世以来の当社

周辺地域における祭礼芸能の姿を総体的に今によく留めているといえます。 

 宵祭りに奉納される建物（立物）煙火は、江戸時代後期の文献によりかつて吉田で行われていたこと

が知られるなど、かつて三河地方の各所で行われた仕掛け煙火ですが、現在では新城市平井の八幡神社、

額田郡幸田町荻の稲荷神社（中断中）、 足神社の３箇所の祭礼に残されるのみです。 

 以上のとおり、 足神社の風祭りは神事において海と山の狩猟、狩猟と農耕を一体化した形が現れて

いること、祭礼芸能に多くの要素がみられ、かつ近隣地域に伝わる祭礼芸能の姿を今によく留めている

こと、かつて三河地方の各所で行われた建物煙火を今に伝えることなど、祭礼全体を通して地域の風土

と民俗の特質がよく現れています。 
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【凡例】 

一、本ガイドは、 足神社の風祭りの見学の手引きとして作成したものです。本文中にある行事

の開始時間等については、例年の状況を参考としたものであり、変更することも考えられま

すのでご了承下さい。 

一、本ガイドの写真は、平成 25・26 年の祭礼を撮影したものです。 

一、本ガイドの編集は、豊川市教育委員会生涯学習課文化財係が行いました。 

 



祭り初日（金曜日） 

■浜下
はまおり

神事（午後３時） 

 御分霊を奉じ行列を整え 足神社を出発し、途中祭神由緒地の柏木浜に寄り輪注連を収め、平井

の豊川放水路畔に向います。放水路畔に到着後、御分霊の鉾を挿し立て、その根元にミソバを二枚敷

き、白酒を注ぎ、垢離
こ り

取りの祝詞
の り と

を奏上します。次いで神職の一人が榊の祓い串を持つ総代と共に、新

橋中央で禊祓いの詞を奏し、祓い串で川面を祓い川の中に投じます。 

浜下神事が終わると、一同は善福寺へ向い、宮司は御分霊の鉾を境内の 足祠に立てかけます。祝詞

を奏上後、持参した白酒で献酒を戴き、茹
ゆで

蛤
はまぐり

による平井の供応を受けます。その後、雀
すずめ

射
い

初
そめ

神事の奉

仕者の帰りを待ち、再び行列を組んで神社へ帰ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■雀
すずめ

射
い

初
そめ

神事 

浜下神事が終わると、弓矢を持った神職は総代と共に、豊橋市日

色野町の菱木野天神社に向かいます。神社到着後に祝詞を奏上し、

その後境内において矢を二本放つ雀射初神事が行われます。この神

事は、祭り三日目の本祭りの雀献供で供える雀の獲り始めの儀式で

あり、かつては生きた雀を射ていたということですが、やがて鳥形

に変わり現在では空を射ています。神事終了後には、子供らが参加

する賽銭投げが行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平井に向かう行列 垢離取りの祝詞奏上 善福寺での供応 

雀射初神事 

菱木野天神社 

浜下神事の場所 

善福寺 

柏木浜 

足神社 

 ０         500ｍ 

祭り初日の神事などが行われる場所 

柏木浜（市指定史跡） 

 足神社の祭神である菟

上足尼命（うなかみのすくね

のみこと）が、この地に赴い

た時に上陸したところとい

い、 足神社が最初に設けら

れたと伝えられる場所です。

現在、石碑とカシワの木があ

ります。 

行列の移動ルート 
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祭り二日目（土曜日） 

■雀
すずめ

射
い

収
おさめ

神事（午前９時） 

 祭り三日目の本祭りで供える

雀の獲り収めの神事で、字倉屋

敷の若宮八幡社で行われます。

神職らが行列を整え 足神社を

出発して若宮八幡社へ向かい、

到着後、雀射初神事と同様に矢

を二本放つ神事が行われます。 

 

■若宮社祭典（午前 10時） 

 本祭りの神輿渡御の御旅所

でもある若宮社の祭典です。神

職らが行列を整え 足神社を

出発し、太鼓を打ち鳴らして若

宮社へ向かいます。到着後、天

津祝詞を奏上し、神饌を供えま

す。 

 

■試楽祭（午後１時） 

＜式典と式煙火＞ 

 拝殿に小坂井区長と年行司が昇殿し、神前に手筒二本、玉火二

本を供えます。神事の後、拝殿前の神庭ではじめに小年行司二人

が玉火を打ち揚げ、続いて手筒二本の奉納が行われます。 

 

＜中島の巫女神楽＞ 

式煙火終了と同時に、神楽殿に控える中島の巫女神楽が、奏楽・

舞を始めます。二人の神子が、白い着物に緋袴を着用し天冠を着

け、手に鈴と扇を持って舞います。数曲舞っては休み、時には舞

い手が交代しながら夕方まで続けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若宮八幡社に向かう行列 雀射収神事 

若宮社に向かう行列 若宮社祭典 

玉火の奉納 

巫女神楽 

コラム 

中島地区は江戸時代に獅子神楽で知られた地であり、各地で神楽を奉納した神楽師たちが多くいま

した。しかし、明治維新による社会の変革により継続が難しくなり、明治時代末期に行われなくなっ

てしまいました。現在行われている巫女神楽が、獅子神楽と一緒に行われていたのかは分かりません

が、かつての小坂井神楽の名残りを留めているのかもしれません。一ノ鳥居の左右には、文化元年

(1804)年に宿村の神楽師により奉納された二基の石灯籠があり、往時を偲ばせます。 

－３－ 



＜御車（山車）上での芸能＞ 

 二ノ鳥居前に置かれた小坂井の御車（山車）上では、式煙火の

始まりと同時に囃子が奏され、稚児舞・大太鼓（隠れ太鼓）・獅

子舞が奉納されます。稚児舞は山車上の中央で行われるため、下

からではほとんど見ることができません。稚児は二人で、頭に天

冠、胸には小さな羯
かっ

鼓
こ

（太鼓）を着けるもので、中世から近世初

頭に流行した狂言などにも登場する八ツ撥と呼ばれる芸能であ

り、三河で唯一残るものです。大太鼓（隠れ太鼓）は、唐子衣装

に笠を着け、赤い布で鼻から下を隠した大太鼓と呼ばれる役者

が、囃子にあわせて太鼓を叩くもので、豊川進雄神社や牛久保八

幡社の祭礼でも行われています。獅子舞は子供の獅子二頭と大人

の大太鼓の三人で行われるもので、大太鼓が獅子の後頭部を持

ち、人形振り的に左右へ頭を振る所作を行います。宿も小坂井と

同じ芸能を行い、会所前に置かれた山車上で、試楽祭開始の号砲

を合図に囃子が奏され、舞が奉納されます。 

 

＜御車（山車）の曳き出し＞ 

 小坂井の御車は、舞の奉納後、二ノ鳥居前から曳き出され、旧東海道を北へ向かいます。小坂井の会

所近くで一旦停止し、提灯に火を入れ、車上より若宮社を遥拝し、囃子を奏し、舞を奉納します。その

後再び御車は曳き出され、字境の秋葉社前に止め置かれ、街道上で一夜を過ごします。宿の御車も、舞

の奉納後、旧東海道を北へ字境（スーパーアツミ前）まで曳き出され、そこに一晩止め置かれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大太鼓（隠れ太鼓） 

獅子舞 

足神社 

 ０            500ｍ 

祭り二日目の神事などが行われる場所 

宿の御車待機場所 

宿会所 

小坂井の御車待機場所 

二ノ鳥居 

若宮社 

若宮八幡社 

宿の山車移動ルート 

 

小坂井の山車移動ルート 

 

小坂井の御車の曳き出し 

宿の御車の曳き出し 
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■小坂井煙火 

＜昼の部＞（午後３時から） 

 かつては小坂井の昼煙火として知られ、五色の模様や国旗、幟の袋物、日傘、果ては生きた鳩を玉に

入れて打ち上げられたものです。現在では、雷を中心に色物、煙物の昼打ちが数多く打ち上げられ、往

時を偲ばせています。 

 

＜夜の部＞（午後７時から） 

打上煙火、仕掛煙火、スターマインなど多くの煙火が夜空を彩ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎建物煙火 

 建物（立物）煙火は、高い柱を立て、そこに取り付けた枠

などに綱火で点火して、絵や文字などを浮かび上がらせる

仕掛煙火です。かつては三河の各地でみられたものですが、

現在では、 足神社と新城市平井の八幡神社、額田郡幸田町

荻の稲荷神社（中断中）の祭礼に残されるのみです。 足神

社は二段返しの仕掛けで、その題材は毎年工夫して創作さ

れています。 

 

◎手筒・大筒煙火 

小坂井の晃煙社、宿の志組、坂地の彩光社の三組の煙火奉

賛団体が行います。煙火の製法・上げ方は概ね各組とも同じ

ですが、細かいとろこで違いも見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

打上煙火 仕掛煙火 スターマイン 

 

建物煙火 

手筒煙火 大 筒 
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祭り三日目（日曜日） 

■社式の受取り（午前６時） 

 小坂井・平井・宿の役の人が、神社に社式を受取りに来ます。

小坂井・宿は御車に、平井は御鉾に社式を掲げます。 

 

■本社式典（午前 10時） 

県神社庁より献幣使を迎え関係者参列の上、宮司が斎主とな

り、例大祭の式典が本社御神前にて執り行われます。式典では、

中島の巫女神楽を奉納します。 

 

■田植神事と雀献供（午後１時） 

 この行事は田植神事と呼ばれ、江戸時代までは 12 株の苗を植

えていましたが、現在は籾播きをします。神職らは行列を整え菟

足神社を出発し、神社南のトンボ公園脇の神田へ向かいます。到着

後、皆で天津祝詞を奉唱し、榊の祓い串を持つ神職は、田の面を祓

い、榊を畦に挿し立てます。次に斎主神職は畦に下り、四方に廻り

種籾を播き、この時まで傍らに控え緩いテンポで打っていた太鼓

方は、力一杯太鼓を乱打します。 

 神前に控える宮司は、遥かにこれを聞くと神饌所の戸棚から雀

12 羽を取り出し、白酒と醴（甘酒の素）と共に雀を神前に供えて、

祝詞を奏上します。これは古来宮司家の秘事であり他見は許され

ないものです。 

 

 

■御車（山車）の曳き出し（午後１時） 

昨夜、街道上に置かれていた小坂井と宿の御車は、朝から入念に

飾り付けられ、午後１時に菟足神社に向けて出発します。道中では

警固役の年行司が御車に付き添い、若衆は「ヤッショ、ヤッショ」

の掛け声で御車を曳きます。途中の JR 飯田線の踏切では、架線が

御車の屋根よりも低い位置にあるため、踏切通過の際には屋根を

下げます。小坂井の御車は一ノ鳥居手前で参道に入りますが、この

狭い場所で梶棒を使い方向転換する作業は、祭りの見どころの一

つと言えるでしょう。その後小坂井の御車は、午後４時頃に二ノ鳥

居前に到着します。宿の御車は字境の秋葉社前で「曲尺手
か ね ん て

」の曲を

奏し、午後３時 40 分頃に一ノ鳥居前に到着します。 

 

 

 

 

 

本社式典 

 

宿の御車の曳き出し 

小坂井の御車の曳き出し 

種籾播き 

神田に向かう行列 
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■坂地の獅子舞 

 坂地の獅子舞は若衆が油単
ゆ た ん

につかまって走り回る百足
む か で

獅子で、豊橋市大村から伝えられたといい、ま

た大村の獅子舞は豊橋市賀茂町の賀茂神社から伝えられたといいます。しかし、賀茂神社では獅子が境

内から外に出ることはなく、氏子町内を走り回る坂地と大村の獅子舞は、賀茂神社の獅子舞を学んだ後

に変容したものと思われます。坂地の獅子舞は昼頃に会所を出発し、坂地地区を回った後、街道を練り

ながら柏木浜に向かいます。そこで平井の御鉾の出発を見届けると 足神社へ向かい、午後３時に一ノ

鳥居に到着し、鳥居に張られた注連縄をくわえて切り取ります。その後、参道を進んで二ノ鳥居をくぐ

り拝殿に練り込みます。 

 

 

 

 

 

 

 
一ノ鳥居到着 参道の獅子舞 獅子舞の拝殿練り込み 

コラム 

 風祭りで使用される二輌の御車の製作時

期などの由来についてはよく分かりません

が、小坂井の御車の駒（車輪）をよく見る

と銘文が刻まれています。「寛政三辛亥年

四月吉日願主村中」は御車の製作時期を示

す可能性があり、「大正十四乙丑年四月豊

鉄電化昇降装置取付大改修」からは、飯田

線の電化により御車の二層目を昇降できる

ように改修したことが分かります。 

小坂井の御車の駒 

 ０            500ｍ 

宿の御車待機場所 

小坂井の御車待機場所 

宿の山車移動ルート 

 

小坂井の山車移動ルート 

 

平井の行列移動ルート 

 

八幡社 

善福寺 

若宮社 

足神社 

二ノ鳥居 

一ノ鳥居 

祭り三日目の神事などが行われる場所 
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■平井の行列と神社参進（午後３時） 

 平井では朝から御鉾・大注連縄作りが行われ、御鉾は昼前には善福寺正面の豊川放水路堤上の鉾殿岸

と呼ばれる場所に立てられます。そして午後３時に、善福寺境内にある不生
ならずの

梅
うめ

及び八幡社・秋葉社の前

で笹踊りを行った後、平井の一行は御鉾をさげ奉って 足神社に向かって行列を組んで出発します。こ

の行列は大榊を先頭に、御鉾・笹踊り・笠
かさ

鉾
ぼこ

（楠正成・弁慶・坂田金時・加藤清正の人形を飾った車）・

大注連縄・祭礼関係者が長蛇の列をなして、県道を 足神社に向かいます。行列は、午後４時に一ノ鳥

居に到着し、青竹に縛り担いできた大注連縄を鳥居の奉納台にかけ参道へ進みます。御鉾は参道の宮司

家の前からは立てて移動され、拝殿の前に取り付けられます。その後平井の一行は、笹踊りを先頭に二

ノ鳥居をくぐり神庭を三周して外に出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■神輿渡御（午後５時） 

 平井の一行が神庭を去ると拝殿の幕が下ろされ、宮司は御神霊を神輿に遷します。そして神庭で行列

を組み、楽士の奏する雅楽の音と共に荘厳な雰囲気を漂わせ、若宮社への神輿渡御が出発します。若宮

社前の御旅所に到着後、神輿は神輿台に安置され、その後神職らによる祝詞の奏上や中島の巫女神楽の

奉納などの儀式が執り行われます。儀式が終了すると再び行列が組まれ、一行は 足神社に戻りますが、

この時に宿と小坂井の御車の上では、御還幸を迎えて稚児舞・獅子舞が奉納されます。そして拝殿到着

後、宮司が御神霊を本殿に遷し祭儀の全てが終了し、中島の巫女は神楽殿で舞納めの神楽を奉納します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

行列の御鉾 行列の笠鉾 大注連縄奉懸 

御鉾の移動 笹踊り 笹踊り、笠鉾、囃し方の参進 

神輿渡御 御旅所での祝詞奏上 御旅所での中島の巫女神楽の奉納 

－８－ 
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